
( 2026年度・リハビリテーション科学部 )

運動療法学Ⅰ（旧カリ用）

[講義・演習]　第２学年　前期　必修　1単位

《担当者名》〇吉田晋　ysdssm@hoku-iryo-u.ac.jp　澤田篤史　佐々木祐二　中村宅雄　山根裕司　 岩部達也

【概　要】

　本科目では、関節可動域制限や筋力低下、持久力低下といった基本的な運動障害の原因について理解するとともに、各種運動

療法を実施するうえで必要となる基礎理論について学習する。

【学修目標】

一般目標

　基本的な運動障害の原因を理解し、目的に応じた運動療法を選択、実施できるようになるために、解剖、生理学および運動療

法学領域の基礎知識を身につける。

行動目標

　1．各種運動障害の原因について、解剖、生理理学領域の知識を用いて説明できる。

　2．運動療法の基礎理論について説明できる。

　3．各種障害に応じた運動療法について適応を判断し適切な方法を選択できる。

【学修内容】

回 テーマ 授業内容および学修課題 担当者

1 運動療法総論 運動療法の定義と目的、運動の種類について学ぶ。 山根裕司

2 痛みに対する運動療法 痛みに対する運動療法について学ぶ。 佐々木祐二

3 関節可動域制限① 関節の構造や可動性の特徴を理解し、関節可動域の制

限因子について学ぶ。

山根裕司

4 関節可動域制限② 関節拘縮の原因とメカニズムについて学ぶ。 山根裕司

5 関節可動域制限に対する運動療法 関節可動域を改善するための、他動運動やストレッチ

ング、関節モビライゼーションなどの運動療法につい

て学ぶ。

佐々木祐二

6 筋機能障害① 筋の機能と収縮様式について学ぶ。 山根裕司

7 筋機能障害② 筋力低下、筋持久力低下の原因とメカニズムについて

学ぶ。

山根裕司

8 筋機能障害に対する運動療法 筋力、筋持久力低下を改善するための運動療法につい

て学ぶ。

山根裕司

9 協調性運動障害 協調性運動障害と錐体外路障害の代表的な徴候とメカ

ニズムについて学ぶ。

岩部達也

吉田晋

10 バランス機能障害に対する運動療法 バランス機能障害を改善するための運動療法について

学ぶ。

中村宅雄

11 協調性障害に対する運動療法 協調性障害を改善するための運動療法について学ぶ。 山根裕司

12 呼吸障害 呼吸機能障害とそのメカニズム、および、運動への影

響について学ぶ

澤田篤史　

13 循環障害 循環機能障害とそのメカニズム、および、運動への影

響について学ぶ

澤田篤史　

14 呼吸循環障害に対する運動療法 運動耐容能を向上させるための運動療法について学

ぶ。

中村宅雄

15 高齢者に対する運動療法 高齢者に対する運動療法について学ぶ。 佐々木祐二

【授業実施形態】

面接授業

※授業実施形態は、各学部（研究科）、学環、学校の授業実施方針による

【評価方法】

定期試験（筆記試験） 100%

定期試験および追再試験実施後、個別での問合わせに対しフィードバックを行う。

【教科書】



( 2026年度・リハビリテーション科学部 )

対馬栄輝　編　「Crosslink　理学療法学テキスト　運動療法学」　メジカルビュー社　2020年

【参考書】

市橋則明　編　「運動療法学　障害別アプローチの理論と実際」　文光堂　2014年

千住秀明　監　「機能障害科学入門」　神陵文庫　2010年

吉尾雅春／横田一彦　編　「運動療法学　総論　第4版」　医学書院　2017年

【備考】

この科目は新カリキュラム科目と同時開講する。

不足時間分は別途開講することで対応する。

指定の教科書に加え、必要に応じて学習プリントを配布する。

【学修の準備】

教科書および配布資料等を基に予習・復習（講義1回あたり予習復習合わせて1時間程度）を行うこと。

【ディプロマ・ポリシー（学位授与方針）との関連】

（DP3）理学療法士として必要な科学的知識や技術を備え、心身に障害を有する人、障害の発生が予測される人、さらにはそれら

の人々が営む生活に対して、地域包括ケアの視点から適切に対処できる実践的能力を身につけている。

【備考】

この授業は、2025年度入学者対象の「運動療法学Ⅰ」「機能障害学」と同時開講する。

【実務経験】

吉田晋（理学療法士）　澤田篤史（理学療法士）　　佐々木祐二（理学療法士）　中村宅雄（理学療法士）　山根裕司（理学療

法士）　岩部達也 （理学療法士）

【実務経験を活かした教育内容】

医療機関および研究機関での実務経験を活かし、理学療法治療学の基礎となる運動療法学の基本的知識を講義する。

【その他】

この科目は主要授業科目に設定している


